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１．第1回経営審議会のまとめ

3

・水道の役割

水道事業者はいつでもどこでも安心して飲める水を、安定的に継続して提供していく必要があります。

・水道事業の概要

柳井市水道事業会計（上水道、簡易水道）

・費用負担の考え方

独立採算制の下に行わなければならないとされていますが、料金収入に加え一般会計からの繰入を受けながら事業を

運営している現状を紹介しました。



平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

給水人口(人) 25,212 24,903 24,892 24,718 24,368 24,472 24,283 23,932 23,692 23,354

給水区域内人口(人) 30,135 29,753 29,449 29,098 28,708 28,473 28,050 27,798 27,334 26,938

行政区域内人口(人) 34,522 34,055 33,617 33,191 32,692 32,311 31,790 31,464 30,874 30,372

普及率(給水区域内) 83.70% 83.70% 84.50% 85.00% 84.90% 86.00% 86.60% 86.10% 86.70% 86.70%
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１．給水人口の推移

給水人口

給水区域内の
普及率



２．水道事業収支の現状について
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２．有収水量の推移

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

有収水量(千㎥) 3,080.84 3,042.87 2,908.52 2,937.45 2,844.92 2,824.20 2,807.46 2,743.47 2,766.99 2,736.97

給水収益(千円) 734,512 729,354 698,720 729,353 758,413 672,957 668,878 652,785 657,765 652,473
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３．建設改良費と企業債残高の推移

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

建設改良費(億円) 1.27 0.51 0.72 0.83 0.78 1.09 2.09 4.14 5.40 5.53 2.35 2.71 1.87 2.15 1.75

企業債残高(億円) 29.89 28.43 27.01 25.75 24.68 23.75 23.67 25.66 28.92 32.29 32.74 33.46 33.14 32.92 32.32
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簡易水道統合
のため、簡易水
道施設整備によ

り増加

建設改良費

今後は減少
傾向



平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

経常収益(千円) 831,776 847,840 854,777 850,476 974,484 998,326 958,910 965,520 1,067,207 1,050,033

経常費用(千円) 838,039 863,045 888,271 837,741 862,960 953,085 922,929 915,023 1,011,464 1,007,315

当年度純利益(千円) -17,348 -55,426 -111,557 12,735 110,701 45,241 35,981 50,497 55,380 -581,289
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４．収益的収支の推移

料金
改定

令和3年度は、休止施設（遊休資産）の整理による減損会計を導入したこと

により、多額の赤字を計上した。この赤字は、減資により補塡する予定。



平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

特別利益 0 324 0 0 0 0 0 0 0 296,896

その他 41,401 69,197 113,096 96,921 150,433 79,537 78,623 77,791 101,507 114,154

一般会計繰入金 186,840 178,879 168,577 163,782 201,396 254,221 218,369 240,805 307,935 283,405

給水収益 603,535 599,765 573,104 589,772 622,655 664,568 661,917 646,923 657,765 652,473
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５．収益構成の推移

給水収益

一般会計繰入金

特別利益

令和3年度の特別利益は、減損会計を導入したこと

による長期前受金戻入に相当する会計上の数字。



２．水道事業収支の現状について
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６．費用構成の推移

平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

特別損失 0 40,545 78,063 0 823 0 0 0 363 920,903

支払利息 58,821 54,147 50,258 46,896 42,822 46,444 43,226 39,818 39,060 37,324

減価償却費 113,545 114,719 147,994 153,220 155,415 216,027 219,327 220,231 269,325 272,323

修繕費等 86,700 141,522 103,952 48,532 109,813 122,092 102,525 98,945 147,850 141,615

受水費 457,272 457,272 457,272 458,525 430,598 476,998 476,998 478,305 476,998 476,998

職員給与費 132,786 135,930 128,794 130,568 124,312 91,524 80,853 77,724 78,593 79,055
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令和3年度の特別損失は、減損会計を導入したこ

とによる、現金支出を伴わない会計上の数字。



平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

供給単価(円) 216.29 216.43 216.40 223.60 237.95 237.36 237.80 237.82 237.72 238.39

給水原価(円) 300.34 311.44 321.86 303.82 315.79 321.44 312.87 317.77 340.50 342.72

料金回収率 72.02% 69.49% 67.23% 73.60% 75.35% 73.84% 76.00% 74.84% 69.82% 69.56%
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７．料金回収率の推移
（円）

供給単価①：水道水1㎥を売って得られる収益

給水原価②：水道水1㎥を作るのにかかる経費

料金回収率①÷②：給水に係る費用が、どの程度給水収益で賄えているかを表す指標。100％以上で健全とされている。



２．水道事業収支の現状について
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８．柳井市水道事業を取り巻く環境の変化（平成30年度以降）

時 期 内 容

平成30年10月22日 大島大橋への貨物船衝突による送水管破断事故

平成31年４月１日 水道事業認可変更（休止施設の廃止など）

令和元年10月１日
上下水道料金一括徴収開始

消費税率の改正による料金改定

令和２年４月１日

平郡簡易水道事業東西統合及び公営企業法の全適用並びに会計統合

周防大島町と上下水道料金お客様センター共同窓口開所

スマホ決済サービス開始

令和２年８月20日 送水管を利用したマイクロ水力発電開始

令和３年４月23日 柳井地域水道事業広域化に関する基本検討業務発注（～令和４年度）

令和４年３月31日 休止施設の整理（減損会計の導入）

令和４年４月１日 柳井市上下水道事業経営審議会設置



２．水道事業収支の現状について
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９-１．水道事業会計の仕組み①

〇収益的収支 ・・・ １年間で水を各家庭に売るのに費用がいくらかかり、販売して得た料金収入収益等

（収益）がいくらであったかによって、どれだけ黒字か赤字かを示すもの。

費用の例）④受水費、④人件費、④修繕費等、⑤支払利息等、⑥減価償却費

収益の例）①水道料金等、②一般会計繰入金等、③長期前受金戻入

〇資本的収支 ・・・ １年間に老朽化した施設や配水管の更新等にかかる支出及び借入金の返済に

いくらかかり、更新によりどれだけお金を新規で借りたのかを示すもの。

支出の例）⑩建設改良費、⑪企業債償還金等

収入の例）⑦企業債、⑧補助金等、⑨一般会計繰入金
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９-２．水道事業会計の仕組み②
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１０．当年度純利益の使い道

〇積立金の種類

減債積立金 ・・・ 企業債償還金の返済に備えて積み立てておくもの。

建設改良積立金 ・・・ 建設または改良工事等を行うために積み立てておくもの。

〇料金改定後（平成２７年度～平成２９年度まで）に計上した積立額

〇参考（平成３０年度～令和２年度まで）に計上した積立額

〇積立金の取り崩し方法

平成27年度～平成29年度までに計上した積立額157,733,590円を平成30年度～令和4年度までの事業費

按分に応じて取り崩す。（H30～R2までの積立額134,723,366円は、R5～R8で取り崩す予定。)

平成２７年度末残高 積立額 合 計

減債積立金 180,010,781円 10,943,873円 190,954,654円

建設改良積立金 91,363,000円 157,733,590円 249,096,590円

合 計 271,373,781円 168,677,463円 440,051,244円

平成30年度末残高 積立額 合 計

減債積立金 190,954,654円 7,090,705円 198,045,359円

建設改良積立金 221,596,590円 134,723,366円 356,319,956円

合 計 412,551,244円 141,814,071円 554,365,315円
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１１-１．水道料金の算定方法

〇水道料金算定要領

水道料金は、給水サービスの対価であることから、できるだけ低廉かつ公正で、事業の効率化を前提とし

た給水に要する原価を賄うよう、柳井市水道料金算定要領（平成27年1月策定）において算定の基準を定め

ている。柳井市では、4年に1回の料金改定時に、「総括原価方式」により水道料金を算定している。

〇総括原価方式

公共料金（水道、電気、ガス等の料金）を定めるうえで広く採用されている方式。

誠実かつ効率的な経営の下における適正な営業費用に、水道事業の健全な運営を確保するために必要

な資本費用（支払利息や資本報酬）を原価に含め、適正料金を算定するもの。
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１１-２．料金改定の推移（平成元年以降）

改定年月日
20㎥当たり料金

（税込）
改定率 備 考

平成元年４月１日 ２，１８０円 ２．６０％ 消費税率（３％）

平成４年４月１日 ２，６２０円 ２０．２０％

平成９年４月１日 ３，１８０円 ２１．４０％ 消費税率（３％→５％）

平成12年４月１日 ３，９３０円 ２３．６０％

平成26年４月１日 ４，０５０円 ３．１０％ 消費税率（５％→８％）

平成27年10月１日 ４，６６５円 １５．２０％

令和元年10月１日 ４，７５２円 １．９０％ 消費税率（8％→10％）
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１．配水管について

〇配水管とは ・・・ 給水区域内に網の目状に張り巡らされ、各家庭の前まで水を送り届ける管。

配水池からの自然圧や加圧ポンプを利用し、配水している。

〇配水管の種類 ・・・ ポリエチレン管、硬質塩化ビニル管、ダクタイル鋳鉄管など

〇配水管の口径 ・・・ 細い管は50ｍｍから太い管は450ｍｍまで大小様々。

配水池に近いほど太い管になる。

配水管の種類、配水管の口径等により工事費が上下するため、同じ金額の工事費であっても

更新できる延長は異なる。
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２．水道管に使用されている主な管種について

管 種
記 号

写 真 特 徴 耐震性能 コスト

ダクタイル鋳
鉄管

DIP

強度、靭性、衝撃、耐久性に優れるが、重量が重い。
内外面の防食面に損傷を受けると腐食しやすい。
GX、NS形等の鎖構造継手は離脱防止機能を有する耐震管である。
本市の老朽管はA形ダクタイル鋳鉄が多く、耐震性が無い。

◎
GX形、NS形
等の継手構
造に限る

〇
Φ２００㎜以
上の管路に
採用

水道配水用
ポリエチレン
管

HPPE

金属管に比べ強度は小さいが耐食性に優れ、重量が軽く施工性が良い。
熱、紫外線に弱く、有機溶剤による浸透に注意する必要がある。融着継手
により一体化され管体に柔軟性があるため地盤変動に追従できる耐震管
である。

◎

◎
Φ１５０㎜以
下の管路に
採用

鋼管

SP

強度、靭性、衝撃、耐久性に優れる。溶接継手により一体化できる耐震管
であるが、溶接継手は専門技術を必要とし施工性に劣る。
電食に対する配慮が必要で、内外面の防食面に損傷を受けると腐食しや
すく赤水の原因ともなる管種である。

◎
溶接継手に
限る

△

ステンレス管

SUS

強度、靭性、衝撃、耐久性、耐食性に優れた耐震管である。
溶接継手に時間を要し施工性に劣る。
本市では一部の水管橋で使用している。

◎ ×

硬質塩化ビニ
ル管

VP

管体強度は金属管に比べ小さいが、重量が軽く、施工性、耐食性が良い。
低温時において耐衝撃性が低下し、熱、紫外線に弱い。
本市では配水支管のほとんどで使用されている管で、接着剤を用いた接
合方法（TS接合）であり耐震性に欠ける。

× ◎
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３-１．水道管路の老朽化について①

〇老朽管とは ・・・ 地方公営企業法施行規則第7条の規定により、法定耐用年数40年を超えた管。

令和３年度末

配水管延長 約175ｋｍ（φ50㎜以上）

老朽管総延長 約29ｋｍ

老朽管率 約17％

管路の更新を
行わなかった
ら・・・

令和１３年度末

配水管延長 約175ｋｍ（φ50㎜以上）

老朽管総延長 約64ｋｍ

老朽管率 約37％

〇 老朽管の影響

管路の老朽化による漏水

や断水、またそれに伴う道

路や家屋の冠水、陥没など

大きな事故につながる可能

性が高くなる。

写真① 令和４年１月発生
新町地区 φ150㎜漏水

写真② 令和４年１月発生
新町地区 φ150㎜漏水
管内の状況
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３-２．水道管路の老朽化について②
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４-１．老朽管更新計画について①

令和３年度末
配水管延長 約175ｋｍ （φ50㎜以上）
老朽管総延長 約29ｋｍ
老朽管率 約17％

管路の更新を
行わない場合

令和８年度末
配水管延長 約175ｋｍ （φ50㎜以上）
老朽管総延長 約52ｋｍ
老朽管率 約30％

管路の更新を
行った場合

令和８年度末
配水管延長 約175ｋｍ （φ50㎜以上）
老朽管総延長 約43ｋｍ
老朽管率 約25％

〇 老朽管更新計画とは

現況水理検討・管体調査・土壌（地下水）調査・耐震診断といった既設配水管の機能診断を行い、老朽管の更新を効率的

かつ効果的に行うために、平成27年度から令和11年度までの15年間の更新計画を策定。

写真① 西部幹線配水本管布設状況
ＧＸ形ﾀﾞｸﾀｲﾙ鋳鉄管

写真② 新市地区配水管布設替状況
ポリエチレン管

平成３０年度

配水管破損件数
１０４件

令和３年度

配水管破損件数
８９件

◎ 老朽管の更新を進めたことにより
破損件数が減少

☞今後も継続していく必要あり！
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４-２．老朽管更新計画について②
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老朽管総延長(ｍ) 布設替累計延長(ｍ) 布設替後総延長(ｍ)

10年後
64.2ｋｍ
(35.0ｋｍ増)

5年後
50.9ｋｍ
→42.7km
(8.2ｋｍ減)

10年後
64.2ｋｍ
→46.1km
(18.1ｋｍ減)
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５-１．施設の老朽化について（上水道①）

ア 柳井第１配水池

項 目

内 容
概 観

概 要
整備年度及び（経過年数）

項 目 内 容

概 観

電気室・滅菌室 配水池

概 要

・円形ＰＣ造 V = 8,950ｍ3 (２池割)
・水位 HWL = 75.00ｍ，LWL = 67.00ｍ
・電気室・滅菌室 RC造 5.80×10.80 = 62.64ｍ2

整備年度及び（経過年数）
平成１１年度（約２３年：令和４年度現在）
法定耐用年数：建物、配水池６０年、電気設備・機器１５年
【取得価額：約５億３１３万円】



３．水道施設の老朽化の現状について

24

５-２．施設の老朽化について（上水道②）

イ 水越ポンプ場

項 目

内 容
概 観

概 要
整備年度及び（経過年数）

項 目 内 容

概 観

全 景 送水ポンプ

概 要
・建屋/ポンプ井 RC造
・送水ポンプ
φ65×0.43ｍ3/分×87ｍ×15kw×2台(内1台予備)

整備年度及び（経過年数）
平成８年度（２６年：令和４年度現在）
法定耐用年数：建物、配水池６０年、電気設備・機器１５年

【取得価額：約２，１００万円】
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５-３．施設の老朽化について（上水道③）

ウ 柳井第２配水池

項 目

内 容
概 観

概 要
整備年度及び（経過年数）

項 目 内 容

概 観

管理道側より 正面より

概 要
・矩形ＲＣ造 V = 378ｍ3 (２池割)操作室/配管室一体
・水位 HWL = 93.50ｍ，LWL = 90.00ｍ
・操作室・配管RC造 3.20×8.50 = 27.20ｍ2

整備年度及び（経過年数）
平成９年度（約２５年：令和４年度現在）
法定耐用年数：建物、配水池６０年、電気設備・機器１５年

【取得価額：約６，７９０万円】
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５-４．施設の老朽化について（上水道④）

エ 大畠第１配水池

項 目

内 容
概 観

概 要
整備年度及び（経過年数）

項 目 内 容

概 観

全 景

概 要

・円形ＰＣ造 V = 717ｍ3
・水位 HWL = 75.34ｍ，LWL = 69.00ｍ
・電気室・滅菌室 RC造 A = 23.60ｍ2

整備年度及び（経過年数）
平成１１年度（約２３年：令和４年度現在）
法定耐用年数：建物、配水池６０年、電気設備・機器１５年
【取得価額：約７，６４０万円】
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５-５．施設の老朽化について（上水道⑤）

オ 神代ポンプ場

項 目

内 容
概 観

概 要
整備年度及び（経過年数）

項 目 内 容

概 観

全 景 送水ポンプ

概 要
・建屋/ポンプ井 RC造
・送水ポンプ
φ40×0.066ｍ3/分×85ｍ×5.5kw×2台

整備年度及び（経過年数）
平成２８年度（約６年：令和４年度現在）
法定耐用年数：建物、配水池６０年、電気設備・機器１５年
【取得価額：約８，５２０万円】
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５-６．施設の老朽化について（上水道⑥）

カ 大畠第２配水池

項 目

内 容
概 観

概 要
整備年度及び（経過年数）

項 目 内 容

概 観

全 景

概 要
・円形RＣ造 V = 150ｍ3 （２池割）
・水位 HWL = 85.76ｍ，LWL = 81.76ｍ

整備年度及び（経過年数）
平成１２年度（約２２年：令和４年度現在）
法定耐用年数：建物、配水池６０年、電気設備・機器１５年

【取得価額：約２，８５０万円】
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・ 水道事業収支の現状について

料金回収率は100%を大きく下回っている現状

前回の料金改定以降黒字を維持、令和3年度は資産の整理により大幅な赤字

・ 水道施設の老朽化の現状について

管路・施設の老朽化の現状

→計画的な更新等の必要性
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・ 将来予測とその対応について

水需要予測

老朽管更新計画

経費節減の取り組み

・ 料金算定の考え方

料金算定要領

料金算定の流れ

・ 財政計画について

財政計画の策定に当たって

財政計画

次回に続く

Dr.すいどー


